
児童発達支援　プログラム 作成日 令和 7 年 2 月 6 日

9 時 30 分から 17 時 00 分まで 送迎実施の有無 〇 あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

 移行支援 

職員の質の向上

地域社会に参加しやすい環境を整えるため、必要に応じて関係機関との連携 

を行います。 

学校などへの同意の上での情報共有・移行支援会議・カンファレンスへの参加

など。

地域支援・地域連携

主な行事等

支援方針

支援時間

支援体制の構築を図るため、必要に応じて学校や支援機関等との連携

を実施。支援方針を検討するための関係機関との連携・会議。 

関係する放デイや児童発達支援事業所、相談支援事業所に様子を報告

するなど情報共有し、密な連携を図ります。

各種研修等に取り組み、職員の質の向上に努めます。 

虐待防止及び身体拘束の適正化研修、感染症対策・感染症BCP・自然災害BCP 

に関する研修・訓練、個人情報保護に関する研修、事故発生時・緊急事対 

応、苦情・相談対応、防災・防犯研修・訓練、ハラスメントに関する研修等。

 【通年】お誕生日会　【春】お花見　【夏】海水浴　【秋】釣り体験　【冬】クリスマス会、お正月 など季節に合わせた行事

・保護者会・茶話会等にてペアレントトレーニングやピアサポートを実施

本

人

支

援

毎日の健康状態の把握と維持や改善、基本的生活スキルの習得、生活リズムの形成と安定の支援。睡眠、食事、排泄を身に着ける方法や、食を営む力の育成と楽しい食事

への配慮をし、また、遊びの中や日常の学習機会を利用した支援、環境配慮を工夫します。手洗いの仕方を絵カードで視覚提示など実施。

運動機能、バランス感覚、力の強弱、距離感、様々な体の感覚・感触に触れ、感覚の成長を支援します。変形や拘縮を助長しないような姿勢やポジショニングをとれるよ

うに配慮し、医療機関と連携して可能なストレッチなど実施します。体の感覚は、力加減や、体の動きをコントロールするだけでなく、気持ちやテンションのコントロー

ルにも役立ちます。ミュージックケア・音楽遊び・読み聞かせ・演劇・創作活動などにも取り組みます。

特性に合わせて、どのような方法、環境の設定であれば円滑に学習できるかを模索し、支援します。また、「着席」「大人をよく見る」「少し苦手なことも頑張ってみる

」等課題に向き合う姿勢や力がつくよう支援します。頑張ると「楽しい」「やってよかった」と実感できるように関わり方や内容を工夫し、自分の思いが伝わる経験がで

きるように支援します。

「お願いをする」「話をする」「耳を傾ける」「まねをしてみる」「観察する」など、自分も周りも大切にするコミュニケーションを学びます。言葉だけでなく、ジェス

チャーやカード等、子 どもに合った方法を一緒に考えます。

絵カードや交代カードなどを提示して対応し、「順番交代」「役割」「ルールを守る」「指示に沿った行動をする」など、社会に適応する為に必要なスキルを学びます。

また、「感情に気付く」「感情に名前を付ける」「対処法を考える」など、気持ちのコントロールを練習します。また、ストレスが強い状態の時には、子どものペースに

合わせて関わり、ストレスを発散する方法を考えます。

家族支援

 

ご家族に寄り添い安心して生活を送ることができるよう、必要に応じ

て情報共有や 

相談援助等を実施します。個別療育でのペアトレーニングや家族から

事業所名：めばえ

（一般社団法人Ｓｈａｄｏｗ

法人（事業所）理念

当法人は、障害があっても介護が必要となっても、その人らしく人生を過ごしていけるよう、寄り添うことを念頭に置いて活動しています。 

地域には、さまざまな支援を必要とされる方がたくさんいらっしゃいます。今後も既成概念にとらわれることなく、自由な発想を持って地域社会に貢献できるよう新たな

取り組みにチャレンジ 

し続けていきたいと考えております。療育支援員や保育士などそれぞれの専門性を発揮し、お子様ひとりひとりにオーダーメイドプログラムを立案し実施します。また、

ご家庭での日々の暮らしにおけるお悩みや不安をお聞きし、一緒に検討し解消できるように手立てを行います。

障害のあるお子さんが日常生活における基本的動作を習得し、集団生活に適応することができるよう、障害のあるお子さんの身体および精神の状況並びにその置かれてい

る環境に応じて、適切 かつ効果的な指導および訓練を行います。 

地域や親子参加型もありオーダーメイドの療育を目指し、「できた！」を積み重ね成功体験へと結び積み重ねていく事を目指し進めていきます。

支　援　内　容


